
国内観測史上最大 Ｍ９．０

未曾有の大災害「東日本大震災」
ＪＡ秋田しんせい

緊急対策本部を設置
３月１１日の午後２時４６分頃、三陸沖を震源とする巨大地震が発
生。震源の深さは約１０㌔、地震の規模を示すマグニチュードは、
国内観測史上最大となる９．０を記録しました。（由利本荘市とにか
ほ市では震度５強を記録）
ＪＡ秋田しんせいは翌３月１２日、阿部和雄組合長を本部長とす
る「東北地方太平洋沖地震緊急対策本部」をＪＡ本店に設置。組
合員と地域住民の生活を支えるとともに、発生被害に対して情報
収集を行い、迅速に協議しながら業務上の対策にあたりました。
震災の影響は、当ＪＡ管内のガソリンや食品などにも影響しま
した。組合員・地域住民の皆様には大変、ご迷惑をお掛けしまし
たことに、心よりお詫び申し上げます。

▲流通体制も影響し、一部商品が品切れと
なりました（Ａコープ子吉店 ３／１４）

▲ＪＡの支店・事業所では、節電のため蛍
光灯を消して業務を行っています
（本店 企画管理部 ３／１５）

▲ガソリンスタンドも給油量を制限して営
業を続けました（本荘中央ＳＳ ３／１４）

ＪＡ秋田しんせいグループ 被災地へ救援物資を送る
ＪＡと（株）ジェイエイ秋田しんせいサービスは、第１弾の救援物資として３月１７日に、ふくちゃんリンゴ
ジュースを１，０００本、飲料水２，５００本、カップ麺７２０個をＪＡ秋田中央会を通じて地震の被災地（岩手県）へ。２２
日には（株）ジェイエイゆり葬祭センターが、ひとめぼれの精米１００㎏を送りました。また、３月２８日は独自支
援として、ＪＡがひとめぼれの精米１，０００㎏と同サービスが、マスクや紙オムツなどの生活用品、食品、飲料
水などを岩手県と宮城県へ送りました。

▲救援物資の第２弾として米と生活用品な
どを送りました（ＪＡ本店 ３／２８）

▲米を車に積み込む（株）ジェイエイゆり葬祭
センターの社員（葬祭センター本店 ３／２２）

▲写真左から（株）ジェイエイ秋田しんせい
サービスの鈴木社長、ＪＡの阿部組合長と
畠山専務（ＪＡ本店 ３／１７）

※災害名については、マスコミ各社で違っておりますが、ＪＡ広報誌「wind's（ウインズ）」では、日本農業新聞が３／１８から
表記する「東日本大震災」を使用しました。
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東日本大震災復興支援活動
がんばろう東北！助け合おう日本

～心をひとつに広がる支援の輪～

今回の誌面

救援物資を送る１
ＪＡと㈱ジェイエイ秋田しんせい
サービスは、第２弾となる米や生活用
品などの救援物資を東日本大震災の被
災地へ送りました。

募金活動を展開２ 全国の組合員やＪＡグループ役職員は、東日本大震災の救援募金活動を
展開。ＪＡ秋田しんせいグループも募金活動を実施しました。

被災地で炊き出し３
ＪＡは、ＪＡ比内地鶏生産部会や㈱
秋田ニューバイオファームらと共に宮
城県の南三陸町を訪れ、「きりたんぽ
鍋」の炊き出しを行いました。

避難者に救援米４
ＪＡグループ秋田は、秋田県へ避難
している震災避難者に救援米の提供を
決定。ＪＡはこれを受け、２市を通じ
て県産米を送りました。

ＪＡ秋田しんせい広報誌 ウインズ ― ’１１０５号３



東日本大震災復興支援活動
がんばろう東北！
助け合おう日本

～心をひとつに広がる支援の輪～

１被災地へ向けＪ
Ａ
秋
田
し
ん
せ
い
と
㈱
ジ
ェ
イ
エ

イ
秋
田
し
ん
せ
い
サ
ー
ビ
ス
は
３
月
２８

日
、東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
へ
米
な
ど

の
食
料
品
や
生
活
用
品
を
送
り
ま
し
た
。

被
災
地
の
避
難
所
で
は
、
衛
生
面
の

問
題
や
食
料
・
生
活
物
資
が
不
足
し
て

い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
同
Ｊ
Ａ
と
同
社

は
独
自
の
支
援
策
と
し
て
、
救
援
物
資

の
輸
送
を
決
定
。
岩
手
県
に
Ｊ
Ａ
産
の

土
づ
く
り
実
証
米
「
ひ
と
め
ぼ
れ
」
を

１
㌧
、
宮
城
県
に
は
マ
ス
ク
や
紙
お
む

つ
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
な
ど
の
生

活
用
品
と
清
涼
飲
料
水
を
送
る
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。

当
日
は
、
Ｊ
Ａ
本
店
で
職
員
が
物
資

を
積
み
込
み
、
現
地
へ
出
発
す
る
ト

ラ
ッ
ク
を
見
送
り
ま
し
た
。
物
資
は
、

両
県
の
Ｊ
Ａ
中
央
会
が
受
け
入
れ
窓
口

と
な
り
、
被
災
者
に
送
ら
れ
ま
す
。

Ｊ
Ａ
の
阿
部
和
雄
組
合
長
は
、「
連

日
マ
ス
コ
ミ
を
通
じ
て
大
き
な
被
害
状

況
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
決
し
て
人
ご
と

で
は
な
い
。
同
じ
痛
み
を
分
か
ち
合
い
、

救
い
の
手
を
差
し
の
べ
る
の
は
我
々
の

責
務
だ
と
考
え
る
。
今
後
も
私
た
ち
の

思
い
が
少
し
で
も
届
く
よ
う
、
募
金
活

動
な
ど
を
通
じ
て
被
災
地
へ
の
支
援
を

続
け
て
い
き
た
い
。」
と
話
し
ま
し
た
。

同
Ｊ
Ａ
と
同
社
に
よ
る
救
援
物
資
は

今
回
が
２
回
目
。
３
月
１７
日
に
は
、
Ｊ

Ａ
秋
田
中
央
会
を
通
じ
て
飲
料
水
や

カ
ッ
プ
麺
な
ど
の
食
料
品
も
送
っ
て
い

ま
す
。

（
企
画
課＝

伊
藤
昌
志
）

岩
手
・
宮
城
へ
米
・
日
用
品
な
ど
２
㌧

ＪＡ秋田
しんせい
と

しんせい
サービス

救
援
物
資
を
送
る▲物資を積んだトラックを見送るＪＡ役職員

（由利本荘市荒町のＪＡ本店で ３／２８）

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
地
の
復

旧
・
復
興
に
際
し
、
こ
れ
ま
で
に
な
い

巨
額
の
費
用
が
必
要
と
な
る
た
め
、
こ

の
度
、
全
国
の
組
合
員
や
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
役
職
員
に
よ
る
「
緊
急
救
援
募
金
活

動
」
を
展
開
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
秋
田
し
ん
せ
い
グ
ル
ー
プ
で
は
、

役
職
員
・
社
員
・
Ｊ
Ａ
女
性
部
や
同
青

年
部
な
ど
の
組
合
員
組
織
を
対
象
に
３

月
２２
日
か
ら
４
月
８
日
ま
で
募
金
活
動

を
行
い
、
約
２２６
万
円
の
募
金
が
集
ま
り

ま
し
た
。

募
金
は
Ｊ
Ａ
全
中
で
取
り
ま
と
め
し
、

被
害
額
に
応
じ
て
被
災
県
災
害
対
策
本

部
へ
送
ら
れ
ま
す
。

こ
の
活
動
の
結
果
は
、
日
本
農
業
新

聞
な
ど
を
通
じ
て
報
告
す
る
予
定
で
す
。

（
企
画
課＝

佐
藤
哲
裕
）

ＪＡグループ秋田は４月１日
から２週間、岩手県の大槌町と
釜石市でカレーライスの炊き出
しを行いました。１日～７日は
大槌町、８日～１４日は釜石市の
被災者に毎日３００～３６０食分のカ
レーライスを提供しました。

緊急救援募金活動を展開
ＪＡグループ秋田

手作りカレーで支援

２ ＪＡグループ秋田
支
え
合
う
気
持
ち

大
き
な
力
に

▲避難所でカレーライスの炊き出し
を行う支援スタッフ
（写真提供：ＪＡ秋田中央会）
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ＪＡ秋田しんせい比内地鶏生産部会と
�秋田ニューバイオファームが協力

甚
大
な
津
波
の
被
害
を
受
け
た
同
町

で
は
、
水
道
や
電
気
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
が
途
絶
え
た
ま
ま
で
、
被
災
者
は

厳
し
い
避
難
所
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い

ま
す
。
Ｊ
Ａ
と
同
社
ら
は
、「
温
か
い

食
事
を
食
べ
て
元
気
を
出
し
て
ほ
し

い
」
と
い
う
思
い
か
ら
被
災
地
で
の
炊

き
出
し
を
行
う
べ
く
、
秋
田
県
か
ら
の

紹
介
を
受
け
て
同
町
に
向
か
い
ま
し
た
。

避
難
所
の
南
三
陸
町
立
入
谷
小
学
校

に
到
着
し
た
１３
名
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
被

災
地
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
ハ
ン
ド
ク

リ
ー
ム
や
使
い
捨
て
カ
イ
ロ
な
ど
を
支

援
物
資
と
し
て
提
供
。
同
じ
く
避
難
所

と
な
っ
て
い
る
同
地
区
の
公
民
館
と
２

班
に
分
か
れ
て
炊
き
出
し
の
準
備
を
行

い
ま
し
た
。

き
り
た
ん
ぽ
や
比
内
地
鶏
肉
、
野
菜
、

き
の
こ
類
な
ど
約
５００
食
分
の
食
材
は
、

Ｊ
Ａ
や
同
部
会
、
同
社
ら
が
準
備
。
避

難
所
２
カ
所
で
３５０
食
分
の
き
り
た
ん
ぽ

鍋
を
作
り
、
被
災
者
や
現
地
で
支
援
を

行
う
ス
タ
ッ
フ
ら
２６０
名
に
炊
き
出
し
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
残
っ
た
食
材
は

全
て
支
援
物
資
と
し
て
現
地
に
提
供
し

ま
し
た
。

被
災
者
か
ら
は
、「
こ
ん
な
に
具
だ
く

さ
ん
で
美
味
し
い
鍋
は
初
め
て
。」、「
体

も
心
も
温
ま
っ
た
。
あ
り
が
と
う
。」

と
感
謝
の
言
葉
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

同
校
で
炊
き
出
し
を
行
っ
た
Ｊ
Ａ
比
内

地
鶏
生
産
部
会
の
佐
藤
民
雄
部
会
長
は
、

「
被
災
者
に
と
っ
て
は
、
た
っ
た
一
度

の
食
事
だ
が
、
そ
の
一
度
で
も
温
か
い

も
の
を
食
べ
て
ほ
し
か
っ
た
。
こ
れ
か

ら
も
助
け
合
い
の
精
神
を
風
化
さ
せ
ず

に
支
援
を
続
け
て
い
き
た
い
。」
と
被

災
者
へ
の
思
い
を
語
り
ま
し
た
。

震
災
被
災
地
で
炊
き
出
し

宮
城
県
本
吉
郡

南
三
陸
町
で

「
き
り
た
ん
ぽ
鍋
」を
提
供

３東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
を
支
援
し
よ
う
と
、
Ｊ
Ａ
と
㈱
秋
田
ニ
ュ
ー
バ

イ
オ
フ
ァ
ー
ム
は
４
月
４
日
、
宮
城
県
南
三
陸
町
入
谷
地
区
の
避
難
所
２
カ

所
を
訪
れ
、
夕
食
と
し
て
「
き
り
た
ん
ぽ
鍋
」
の
炊
き
出
し
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
食
材
を
提
供
し
た
Ｊ
Ａ
比
内
地
鶏
生
産
部
会
や
由
利
本
荘
市
商
工

会
青
年
部
も
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
（
企
画
課＝

佐
藤
哲
裕
）

▲炊き出しの準備をするスタッフ
（南三陸町役場入谷公民館で ４／４）

▲温かく具だくさんのきりたんぽ鍋が提供さ
れた（南三陸町立入谷小学校で ４／４）

▲炊き出しをする佐藤民雄部会長㊧と�秋田ニュー
バイオファームの佐藤和則部長㊨

３
月
２２
日
の
全
県
Ｊ
Ａ
組
合
長
会
議

で
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
、
秋
田

県
へ
避
難
し
て
い
る
避
難
者
に
救
援
米

の
支
援
を
行
う
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
Ｊ
Ａ
秋
田
し
ん
せ
い
は

４
月
８
日
、
阿
部
和
雄
組
合
長
と
畠
山

勝
一
専
務
が
由
利
本
荘
市
と
に
か
ほ
市

を
訪
れ
、
両
市
長
に
救
援
米
を
手
渡
し

ま
し
た
。（
由
利
本
荘
市
と
に
か
ほ
市
の

避
難
者
２５９
名
へ
県
産
米
を
約
１．２
㌧
）

４
月
１
日
現
在
、
由
利
本
荘
市
で
は

５９
世
帯
１６０
名
、
に
か
ほ
市
で
は
３４
世
帯

９９
名
が
、
福
島
県
な
ど
か
ら
避
難
し
て

い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
で
は
、
４
月
と
５
月
の
当
面
２

カ
月
間
、
救
援
米
と
し
て
月
に
一
人
当

た
り
５
㎏
を
両
市
を
通
じ
て
避
難
者
へ

送
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

（
企
画
課＝

伊
藤
昌
志
）

ＪＡグループ秋田 本県への避難者へ救援米の支援決定

た
く
さ
ん
食
べ
て
元
気
を
出
し
て

ＪＡ秋田しんせい 由利本荘市
にかほ市 の避難者へ２カ月間

４
▲由利本荘市の長谷部市長㊨へ救援米
を手渡す阿部組合長

▲にかほ市の横山市長㊨へ救援米を手
渡す阿部組合長

ＪＡ秋田しんせい広報誌 ウインズ ― ’１１０５号５
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